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１ 検討会の目的

海陽町では、徳島県の南海トラフの巨大地震被害想定の公表等を踏まえ、これ海陽町では、徳島県の南海トラフの巨大地震被害想定の公表等を踏まえ、これ海陽町では、徳島県の南海トラフの巨大地震被害想定の公表等を踏まえ、これ海陽町では、徳島県の南海トラフの巨大地震被害想定の公表等を踏まえ、これ
まで、緊急避難場所や避難路等の整備が進められている。一方、１次避難以後にまで、緊急避難場所や避難路等の整備が進められている。一方、１次避難以後にまで、緊急避難場所や避難路等の整備が進められている。一方、１次避難以後にまで、緊急避難場所や避難路等の整備が進められている。一方、１次避難以後に
おける避難所の確保や応急仮設住宅の候補地等については、施設や適地の不足等おける避難所の確保や応急仮設住宅の候補地等については、施設や適地の不足等おける避難所の確保や応急仮設住宅の候補地等については、施設や適地の不足等おける避難所の確保や応急仮設住宅の候補地等については、施設や適地の不足等
から未だ十分な状況にあるとは言えず、それらの対策を進めていくことが必要とから未だ十分な状況にあるとは言えず、それらの対策を進めていくことが必要とから未だ十分な状況にあるとは言えず、それらの対策を進めていくことが必要とから未だ十分な状況にあるとは言えず、それらの対策を進めていくことが必要と
なっている。なっている。なっている。なっている。

また、平成２７年に公表された、「阿南安芸自動車道（牟岐～野根間）」の対応また、平成２７年に公表された、「阿南安芸自動車道（牟岐～野根間）」の対応また、平成２７年に公表された、「阿南安芸自動車道（牟岐～野根間）」の対応また、平成２７年に公表された、「阿南安芸自動車道（牟岐～野根間）」の対応
方針も踏まえ、救援物資や生活必需品の輸送拠点等として、防災拠点施設（防災方針も踏まえ、救援物資や生活必需品の輸送拠点等として、防災拠点施設（防災方針も踏まえ、救援物資や生活必需品の輸送拠点等として、防災拠点施設（防災方針も踏まえ、救援物資や生活必需品の輸送拠点等として、防災拠点施設（防災
公園等）の整備を図り、大規模災害時における応急対策や復旧・復興に向けた条公園等）の整備を図り、大規模災害時における応急対策や復旧・復興に向けた条公園等）の整備を図り、大規模災害時における応急対策や復旧・復興に向けた条公園等）の整備を図り、大規模災害時における応急対策や復旧・復興に向けた条
件整備を進めていくことが重要である。件整備を進めていくことが重要である。件整備を進めていくことが重要である。件整備を進めていくことが重要である。

本検討会は、このような背景を踏まえ、本町の災害に強いまちづくりの実現に本検討会は、このような背景を踏まえ、本町の災害に強いまちづくりの実現に本検討会は、このような背景を踏まえ、本町の災害に強いまちづくりの実現に本検討会は、このような背景を踏まえ、本町の災害に強いまちづくりの実現に
向け、本町における防災公園の整備構想を検討するものである。向け、本町における防災公園の整備構想を検討するものである。向け、本町における防災公園の整備構想を検討するものである。向け、本町における防災公園の整備構想を検討するものである。
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２ 関連資料等の収集・整理

２－１ 南海トラフの巨大地震における被害想定

（１）震度（１）震度（１）震度（１）震度

町内全域にて震度６弱以上の揺れが想定されており、浅町内全域にて震度６弱以上の揺れが想定されており、浅町内全域にて震度６弱以上の揺れが想定されており、浅町内全域にて震度６弱以上の揺れが想定されており、浅
川地区や海部地区等の海岸部を中心に、震度７が想定さ川地区や海部地区等の海岸部を中心に、震度７が想定さ川地区や海部地区等の海岸部を中心に、震度７が想定さ川地区や海部地区等の海岸部を中心に、震度７が想定さ
れるエリアもみられる。れるエリアもみられる。れるエリアもみられる。れるエリアもみられる。

（２）津波（２）津波（２）津波（２）津波

海陽町では、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の海陽町では、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の海陽町では、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の海陽町では、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の
浸水が想定されている。浸水が想定されている。浸水が想定されている。浸水が想定されている。

各地域における津波影響開始時間各地域における津波影響開始時間各地域における津波影響開始時間各地域における津波影響開始時間(+20cm)(+20cm)(+20cm)(+20cm)・最大波の到・最大波の到・最大波の到・最大波の到
達時間及び水位を以下に示す。達時間及び水位を以下に示す。達時間及び水位を以下に示す。達時間及び水位を以下に示す。

町内における最高津波水位は、宍喰漁港中央付近におけ町内における最高津波水位は、宍喰漁港中央付近におけ町内における最高津波水位は、宍喰漁港中央付近におけ町内における最高津波水位は、宍喰漁港中央付近におけ
る約１５る約１５る約１５る約１５.8m.8m.8m.8mとなっている。となっている。となっている。となっている。

震度分布図

津波浸水想定
2

地域名地域名地域名地域名 影響開始時間影響開始時間影響開始時間影響開始時間 最大波到達時間最大波到達時間最大波到達時間最大波到達時間 最大水位最大水位最大水位最大水位

浅川湾中央部浅川湾中央部浅川湾中央部浅川湾中央部 １１分１１分１１分１１分 ５２分５２分５２分５２分 10.510.510.510.5ｍｍｍｍ

鞆浦漁港口鞆浦漁港口鞆浦漁港口鞆浦漁港口 ４分４分４分４分 ２９分２９分２９分２９分 8.18.18.18.1ｍｍｍｍ

宍喰漁港中央部宍喰漁港中央部宍喰漁港中央部宍喰漁港中央部 ６分６分６分６分 ４４分４４分４４分４４分 15.815.815.815.8ｍｍｍｍ



揺れ揺れ揺れ揺れ 液状化液状化液状化液状化 急傾斜地急傾斜地急傾斜地急傾斜地 津波津波津波津波
火災火災火災火災 合計合計合計合計

冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 夏夏夏夏12121212時時時時 冬冬冬冬18181818時時時時 冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 夏夏夏夏12121212時時時時 冬冬冬冬18181818時時時時
海陽町海陽町海陽町海陽町 2,2002,2002,2002,200 ※※※※ ※※※※ 1,5001,5001,5001,500 10101010 20202020 10101010 3,7003,7003,7003,700 3,7003,7003,7003,700 3,7003,7003,7003,700

揺れ揺れ揺れ揺れ
液状化液状化液状化液状化

((((大規模半壊含む大規模半壊含む大規模半壊含む大規模半壊含む))))
急傾斜地急傾斜地急傾斜地急傾斜地 津波津波津波津波 火災火災火災火災 合計合計合計合計

海陽町海陽町海陽町海陽町 770770770770 120120120120 10101010 250250250250 ---- 1,1001,1001,1001,100

■■■■建物全壊・焼失棟数建物全壊・焼失棟数建物全壊・焼失棟数建物全壊・焼失棟数 単位：棟単位：棟単位：棟単位：棟

■■■■建物半壊棟数建物半壊棟数建物半壊棟数建物半壊棟数 単位：棟単位：棟単位：棟単位：棟

２ 関連資料等の収集・整理

１１１１)))) ※※※※は、若干数を表す。は、若干数を表す。は、若干数を表す。は、若干数を表す。
２２２２)))) 市町村別の数値はある程度幅をもって見る必要があるため、十の位または百の位で処理しており、合計が合わない場合がある。市町村別の数値はある程度幅をもって見る必要があるため、十の位または百の位で処理しており、合計が合わない場合がある。市町村別の数値はある程度幅をもって見る必要があるため、十の位または百の位で処理しており、合計が合わない場合がある。市町村別の数値はある程度幅をもって見る必要があるため、十の位または百の位で処理しており、合計が合わない場合がある。

（（（（３）被害想定３）被害想定３）被害想定３）被害想定

本町における建物被害（全壊）をみると、揺れによる被害が本町における建物被害（全壊）をみると、揺れによる被害が本町における建物被害（全壊）をみると、揺れによる被害が本町における建物被害（全壊）をみると、揺れによる被害が2,2002,2002,2002,200棟、津波に棟、津波に棟、津波に棟、津波に
よる被害がよる被害がよる被害がよる被害が1,5001,5001,5001,500棟となっている。一方、人的被害（死者数）では、津波により棟となっている。一方、人的被害（死者数）では、津波により棟となっている。一方、人的被害（死者数）では、津波により棟となっている。一方、人的被害（死者数）では、津波により
2,5002,5002,5002,500人の被害発生が想定されている。人の被害発生が想定されている。人の被害発生が想定されている。人の被害発生が想定されている。

海陽町海陽町海陽町海陽町
死者数死者数死者数死者数 負傷者数負傷者数負傷者数負傷者数

揺れ揺れ揺れ揺れ 冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 140140140140 510510510510
うち家屋倒壊うち家屋倒壊うち家屋倒壊うち家屋倒壊 ※※※※ 130130130130

急傾斜急傾斜急傾斜急傾斜 冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 ※※※※ ※※※※
津波津波津波津波 冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 2,5002,5002,5002,500 100100100100

うち自力脱出困難者うち自力脱出困難者うち自力脱出困難者うち自力脱出困難者 180180180180 ----
火災火災火災火災 冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 ※※※※ ※※※※
ブロック塀ブロック塀ブロック塀ブロック塀・・・・自動販売機転倒自動販売機転倒自動販売機転倒自動販売機転倒、、、、
屋外落下物屋外落下物屋外落下物屋外落下物

冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 0000 0000

合計合計合計合計 冬深夜冬深夜冬深夜冬深夜 2,6002,6002,6002,600 610610610610

■■■■死者及び負傷者死者及び負傷者死者及び負傷者死者及び負傷者 単位：人単位：人単位：人単位：人
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（４）生活支障（４）生活支障（４）生活支障（４）生活支障
津波一時避難者数は津波一時避難者数は津波一時避難者数は津波一時避難者数は3,4003,4003,4003,400人となっており、住民の３割以上が避難を行う必要人となっており、住民の３割以上が避難を行う必要人となっており、住民の３割以上が避難を行う必要人となっており、住民の３割以上が避難を行う必要
がある。がある。がある。がある。
また、避難所生活者数は、最大の１週間後でまた、避難所生活者数は、最大の１週間後でまた、避難所生活者数は、最大の１週間後でまた、避難所生活者数は、最大の１週間後で3,8003,8003,8003,800人となっており、住民の人となっており、住民の人となっており、住民の人となっており、住民の
36363636％が避難生活を余儀なくされる可能性が示されている。％が避難生活を余儀なくされる可能性が示されている。％が避難生活を余儀なくされる可能性が示されている。％が避難生活を余儀なくされる可能性が示されている。
応急仮設住宅の必要戸数は応急仮設住宅の必要戸数は応急仮設住宅の必要戸数は応急仮設住宅の必要戸数は1,5001,5001,5001,500戸となっており、全戸数の３割以上が被害を戸となっており、全戸数の３割以上が被害を戸となっており、全戸数の３割以上が被害を戸となっており、全戸数の３割以上が被害を
受ける可能性が示されている。受ける可能性が示されている。受ける可能性が示されている。受ける可能性が示されている。

人口人口人口人口 区分区分区分区分 警報解除後当日警報解除後当日警報解除後当日警報解除後当日 １週間後１週間後１週間後１週間後 １ヶ月後１ヶ月後１ヶ月後１ヶ月後

海陽町海陽町海陽町海陽町 10,44610,44610,44610,446

避難所生活者数避難所生活者数避難所生活者数避難所生活者数 3,6003,6003,6003,600 3,8003,8003,8003,800 1,8001,8001,8001,800

避難所外生活者数避難所外生活者数避難所外生活者数避難所外生活者数 2,0002,0002,0002,000 2,4002,4002,4002,400 4,2004,2004,2004,200

避難者数合計避難者数合計避難者数合計避難者数合計 5,6005,6005,6005,600 6,2006,2006,2006,200 6,0006,0006,0006,000

■■■■避難者（冬：避難者（冬：避難者（冬：避難者（冬：18181818時）時）時）時） 単位：人単位：人単位：人単位：人

人口人口人口人口 一時避難者一時避難者一時避難者一時避難者

海陽町海陽町海陽町海陽町 10,44610,44610,44610,446 3,4003,4003,4003,400

■■■■津波一時避難者数（冬深夜）津波一時避難者数（冬深夜）津波一時避難者数（冬深夜）津波一時避難者数（冬深夜） 単位：人単位：人単位：人単位：人

全戸数全戸数全戸数全戸数 必要応急仮設住宅戸数必要応急仮設住宅戸数必要応急仮設住宅戸数必要応急仮設住宅戸数

海陽町海陽町海陽町海陽町 4,5004,5004,5004,500 1,5001,5001,5001,500

■■■■住機能（冬住機能（冬住機能（冬住機能（冬18181818時）時）時）時） 単位：戸単位：戸単位：戸単位：戸
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■■■■大規模な被害が想定されており、安全・安心なまちづくりに向け、様々な対策大規模な被害が想定されており、安全・安心なまちづくりに向け、様々な対策大規模な被害が想定されており、安全・安心なまちづくりに向け、様々な対策大規模な被害が想定されており、安全・安心なまちづくりに向け、様々な対策
を進めていく必要があるを進めていく必要があるを進めていく必要があるを進めていく必要がある

２ 関連資料等の収集・整理



２ 関連資料等の収集・整理

（１）海陽町総合計画
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【第３部【第３部【第３部【第３部 第２節第２節第２節第２節 安全体制の確立】安全体制の確立】安全体制の確立】安全体制の確立】
〈施策の方向〉（抜粋）〈施策の方向〉（抜粋）〈施策の方向〉（抜粋）〈施策の方向〉（抜粋）

■■■■災害時における円滑な避難・防災活動が行えるよう、「地域防災計画」「水災害時における円滑な避難・防災活動が行えるよう、「地域防災計画」「水災害時における円滑な避難・防災活動が行えるよう、「地域防災計画」「水災害時における円滑な避難・防災活動が行えるよう、「地域防災計画」「水
防計画」に基づき、防計画」に基づき、防計画」に基づき、防計画」に基づき、防災拠点施設防災拠点施設防災拠点施設防災拠点施設や情報通信システム等の整備、さらには消や情報通信システム等の整備、さらには消や情報通信システム等の整備、さらには消や情報通信システム等の整備、さらには消
防組織との連携による地域の自主防災組織・体制の充実を図ります。また、防組織との連携による地域の自主防災組織・体制の充実を図ります。また、防組織との連携による地域の自主防災組織・体制の充実を図ります。また、防組織との連携による地域の自主防災組織・体制の充実を図ります。また、
消防施設整備、消防施設整備、消防施設整備、消防施設整備、防災拠点施設整備防災拠点施設整備防災拠点施設整備防災拠点施設整備、津波避難路・地整備を順次計画的に行い、津波避難路・地整備を順次計画的に行い、津波避難路・地整備を順次計画的に行い、津波避難路・地整備を順次計画的に行い
ます。ます。ます。ます。

２－２．上位・関連計画の整理

【第３部【第３部【第３部【第３部 第２節第２節第２節第２節 安全体制の確立】安全体制の確立】安全体制の確立】安全体制の確立】
〈主要施策〉（抜粋）〈主要施策〉（抜粋）〈主要施策〉（抜粋）〈主要施策〉（抜粋）

■■■■大規模災害が発生した場合に備え、大規模災害が発生した場合に備え、大規模災害が発生した場合に備え、大規模災害が発生した場合に備え、県・他市町村・防災関係機関等と連携し、県・他市町村・防災関係機関等と連携し、県・他市町村・防災関係機関等と連携し、県・他市町村・防災関係機関等と連携し、
広域的な防災体制の整備広域的な防災体制の整備広域的な防災体制の整備広域的な防災体制の整備を推進します。を推進します。を推進します。を推進します。

■■■■東南海・南海地震等大規模災害に備え、防災拠点施設機能強化等施設整備東南海・南海地震等大規模災害に備え、防災拠点施設機能強化等施設整備東南海・南海地震等大規模災害に備え、防災拠点施設機能強化等施設整備東南海・南海地震等大規模災害に備え、防災拠点施設機能強化等施設整備をををを
行います。行います。行います。行います。



２ 関連資料等の収集・整理

【第【第【第【第2222章章章章 災害予防】災害予防】災害予防】災害予防】
第第第第2222節節節節 都市防災機能の強化都市防災機能の強化都市防災機能の強化都市防災機能の強化
第２第２第２第２ 防災空間の確保防災空間の確保防災空間の確保防災空間の確保

１．概要１．概要１．概要１．概要
大規模地震災害、同時多発火災あるいは津波発生時の被害等を最小限にとど大規模地震災害、同時多発火災あるいは津波発生時の被害等を最小限にとど大規模地震災害、同時多発火災あるいは津波発生時の被害等を最小限にとど大規模地震災害、同時多発火災あるいは津波発生時の被害等を最小限にとど

めるため、避難場所・避難経路の防災空間確保を目的とし、都市（防災）公めるため、避難場所・避難経路の防災空間確保を目的とし、都市（防災）公めるため、避難場所・避難経路の防災空間確保を目的とし、都市（防災）公めるため、避難場所・避難経路の防災空間確保を目的とし、都市（防災）公
園・緑地帯の整備を推進する。園・緑地帯の整備を推進する。園・緑地帯の整備を推進する。園・緑地帯の整備を推進する。
なお、この防災空間確保地は、予想される最大津波高に対応可能な位置・地盤なお、この防災空間確保地は、予想される最大津波高に対応可能な位置・地盤なお、この防災空間確保地は、予想される最大津波高に対応可能な位置・地盤なお、この防災空間確保地は、予想される最大津波高に対応可能な位置・地盤
高・地盤地質状況に配慮する。高・地盤地質状況に配慮する。高・地盤地質状況に配慮する。高・地盤地質状況に配慮する。

３．防災公園の整備３．防災公園の整備３．防災公園の整備３．防災公園の整備

本町は、防災拠点施設となる防災公園の整備にあたって、整備場所については本町は、防災拠点施設となる防災公園の整備にあたって、整備場所については本町は、防災拠点施設となる防災公園の整備にあたって、整備場所については本町は、防災拠点施設となる防災公園の整備にあたって、整備場所については
地域高規格道路「海部道路」のルートを考慮し、最適な場所を選定するものと地域高規格道路「海部道路」のルートを考慮し、最適な場所を選定するものと地域高規格道路「海部道路」のルートを考慮し、最適な場所を選定するものと地域高規格道路「海部道路」のルートを考慮し、最適な場所を選定するものと
する。「海部道路」は被災者や傷病人などの拠点病院への搬送や、国道５５号する。「海部道路」は被災者や傷病人などの拠点病院への搬送や、国道５５号する。「海部道路」は被災者や傷病人などの拠点病院への搬送や、国道５５号する。「海部道路」は被災者や傷病人などの拠点病院への搬送や、国道５５号
等主要道路が地震・津波等により断絶した場合の救援物資や生活必需品の輸送等主要道路が地震・津波等により断絶した場合の救援物資や生活必需品の輸送等主要道路が地震・津波等により断絶した場合の救援物資や生活必需品の輸送等主要道路が地震・津波等により断絶した場合の救援物資や生活必需品の輸送
など、最も重要な役割を果たす施設となる。など、最も重要な役割を果たす施設となる。など、最も重要な役割を果たす施設となる。など、最も重要な役割を果たす施設となる。

特に宍喰地区は、分断・孤立が懸念される地区であるため、地域防災公園の整特に宍喰地区は、分断・孤立が懸念される地区であるため、地域防災公園の整特に宍喰地区は、分断・孤立が懸念される地区であるため、地域防災公園の整特に宍喰地区は、分断・孤立が懸念される地区であるため、地域防災公園の整
備と合わせて自動車専用道路への出入り口の確保について、今後、国及び県と備と合わせて自動車専用道路への出入り口の確保について、今後、国及び県と備と合わせて自動車専用道路への出入り口の確保について、今後、国及び県と備と合わせて自動車専用道路への出入り口の確保について、今後、国及び県と
連携して検討を行う連携して検討を行う連携して検討を行う連携して検討を行う

（平成28年3月）

6

（２）海陽町地域防災計画（２）海陽町地域防災計画（２）海陽町地域防災計画（２）海陽町地域防災計画

２－２．上位・関連計画の整理



２ 関連資料等の収集・整理

【避難対象地域の指定】【避難対象地域の指定】【避難対象地域の指定】【避難対象地域の指定】

避難対象地域は、津波が発生した場合に被害が予想されるため、避難が必要な避難対象地域は、津波が発生した場合に被害が予想されるため、避難が必要な避難対象地域は、津波が発生した場合に被害が予想されるため、避難が必要な避難対象地域は、津波が発生した場合に被害が予想されるため、避難が必要な
地域であり、避難勧告や避難指示を発令する際に避難の対象となる地域である。地域であり、避難勧告や避難指示を発令する際に避難の対象となる地域である。地域であり、避難勧告や避難指示を発令する際に避難の対象となる地域である。地域であり、避難勧告や避難指示を発令する際に避難の対象となる地域である。

本町では、県が指定する津波災害警戒区域（通称「イエローゾーン」）を津波本町では、県が指定する津波災害警戒区域（通称「イエローゾーン」）を津波本町では、県が指定する津波災害警戒区域（通称「イエローゾーン」）を津波本町では、県が指定する津波災害警戒区域（通称「イエローゾーン」）を津波
時の避難対象地域として指定する。時の避難対象地域として指定する。時の避難対象地域として指定する。時の避難対象地域として指定する。
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（３）海陽町津波避難計画

２－２．上位・関連計画の整理

（平成26年3月）

行政区域行政区域行政区域行政区域 避難困難地域を有する避難困難地域を有する避難困難地域を有する避難困難地域を有する
地区数地区数地区数地区数

住民数住民数住民数住民数
（人）（人）（人）（人）

浅川浅川浅川浅川 6666 132132132132
川東川東川東川東 4444 89898989
海部海部海部海部 8888 314314314314
宍喰宍喰宍喰宍喰 7777 2,0572,0572,0572,057
合計合計合計合計 25252525 2,5922,5922,5922,592

津波避難困難地域の算出結果事例（牟岐）津波避難困難地域の算出結果事例（牟岐）津波避難困難地域の算出結果事例（牟岐）津波避難困難地域の算出結果事例（牟岐）

【避難困難地域の検討】【避難困難地域の検討】【避難困難地域の検討】【避難困難地域の検討】

津波到達時間までに、設定した避難経津波到達時間までに、設定した避難経津波到達時間までに、設定した避難経津波到達時間までに、設定した避難経
路を通って、避難目標地点まで到達可能路を通って、避難目標地点まで到達可能路を通って、避難目標地点まで到達可能路を通って、避難目標地点まで到達可能
な範囲を設定し、この範囲から外れる地な範囲を設定し、この範囲から外れる地な範囲を設定し、この範囲から外れる地な範囲を設定し、この範囲から外れる地
域を避難困難地域として抽出する。域を避難困難地域として抽出する。域を避難困難地域として抽出する。域を避難困難地域として抽出する。



２ 関連資料等の収集・整理

【阿南安芸自動車道【阿南安芸自動車道【阿南安芸自動車道【阿南安芸自動車道 牟岐～野根】牟岐～野根】牟岐～野根】牟岐～野根】
◆政策目標◆政策目標◆政策目標◆政策目標
①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保
・代替路の確保・代替路の確保・代替路の確保・代替路の確保
・防災拠点施設や避難路との連携・防災拠点施設や避難路との連携・防災拠点施設や避難路との連携・防災拠点施設や避難路との連携

②緊急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現②緊急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現②緊急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現②緊急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現
③速達性・走行性の向上により産業振興を支援③速達性・走行性の向上により産業振興を支援③速達性・走行性の向上により産業振興を支援③速達性・走行性の向上により産業振興を支援
④地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援④地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援④地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援④地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援

◆政策目標を達成するために考慮するポイント◆政策目標を達成するために考慮するポイント◆政策目標を達成するために考慮するポイント◆政策目標を達成するために考慮するポイント

南海トラフ地震南海トラフ地震南海トラフ地震南海トラフ地震
への対応への対応への対応への対応

・地震津波発生時に、国道５５号の代わりとして利用できること・地震津波発生時に、国道５５号の代わりとして利用できること・地震津波発生時に、国道５５号の代わりとして利用できること・地震津波発生時に、国道５５号の代わりとして利用できること
・地域の防災拠点施設と連携できること・地域の防災拠点施設と連携できること・地域の防災拠点施設と連携できること・地域の防災拠点施設と連携できること
・避難路と連携し、一時的に避難場所として活用できること・避難路と連携し、一時的に避難場所として活用できること・避難路と連携し、一時的に避難場所として活用できること・避難路と連携し、一時的に避難場所として活用できること

速達性・走行性速達性・走行性速達性・走行性速達性・走行性
・緊急医療機関、市場及び観光地などへの速達性、走行性に優れ・緊急医療機関、市場及び観光地などへの速達性、走行性に優れ・緊急医療機関、市場及び観光地などへの速達性、走行性に優れ・緊急医療機関、市場及び観光地などへの速達性、走行性に優れ
ていることていることていることていること
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■■■■海部道路の整備を活かし、災害に強いまちづくりの実現を図ることが重要海部道路の整備を活かし、災害に強いまちづくりの実現を図ることが重要海部道路の整備を活かし、災害に強いまちづくりの実現を図ることが重要海部道路の整備を活かし、災害に強いまちづくりの実現を図ることが重要

（４）海部道路（４）海部道路（４）海部道路（４）海部道路 国土交通省四国地方整備局資料国土交通省四国地方整備局資料国土交通省四国地方整備局資料国土交通省四国地方整備局資料

２－２．上位・関連計画の整理２－２．上位・関連計画の整理２－２．上位・関連計画の整理２－２．上位・関連計画の整理



３ 防災公園の整備候補地の検討

（１）多くの避難者等の発生（１）多くの避難者等の発生（１）多くの避難者等の発生（１）多くの避難者等の発生

本町は、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の浸水が想定されており、大本町は、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の浸水が想定されており、大本町は、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の浸水が想定されており、大本町は、海岸部の市街地・集落の大部分にて津波の浸水が想定されており、大
きな人的被害・建物被害が懸念されている。徳島県の被害想定では、避難者数はきな人的被害・建物被害が懸念されている。徳島県の被害想定では、避難者数はきな人的被害・建物被害が懸念されている。徳島県の被害想定では、避難者数はきな人的被害・建物被害が懸念されている。徳島県の被害想定では、避難者数は
6,2006,2006,2006,200人、そのうち人、そのうち人、そのうち人、そのうち3,8003,8003,8003,800人が避難所での生活を余儀なくされることが想定され人が避難所での生活を余儀なくされることが想定され人が避難所での生活を余儀なくされることが想定され人が避難所での生活を余儀なくされることが想定され
ている。ている。ている。ている。

ここで、地震時の指定避難所の収容人数をみると、町全体ではここで、地震時の指定避難所の収容人数をみると、町全体ではここで、地震時の指定避難所の収容人数をみると、町全体ではここで、地震時の指定避難所の収容人数をみると、町全体では8,9208,9208,9208,920人となっ人となっ人となっ人となっ
ており、避難者数を受け入れる施設は充足している状況にあるが、津波浸水の状ており、避難者数を受け入れる施設は充足している状況にあるが、津波浸水の状ており、避難者数を受け入れる施設は充足している状況にあるが、津波浸水の状ており、避難者数を受け入れる施設は充足している状況にあるが、津波浸水の状
況等により、地区によって偏りがある。東日本大震災における知見として、避難況等により、地区によって偏りがある。東日本大震災における知見として、避難況等により、地区によって偏りがある。東日本大震災における知見として、避難況等により、地区によって偏りがある。東日本大震災における知見として、避難
生活においてもコミュニティの存続の重要性が指摘されていることから、収容人生活においてもコミュニティの存続の重要性が指摘されていることから、収容人生活においてもコミュニティの存続の重要性が指摘されていることから、収容人生活においてもコミュニティの存続の重要性が指摘されていることから、収容人
数より避難者数が多いと想定される宍喰地区等において、その対策が求められる。数より避難者数が多いと想定される宍喰地区等において、その対策が求められる。数より避難者数が多いと想定される宍喰地区等において、その対策が求められる。数より避難者数が多いと想定される宍喰地区等において、その対策が求められる。

地区地区地区地区
Ａ：地震時のＡ：地震時のＡ：地震時のＡ：地震時の
避難収容人数避難収容人数避難収容人数避難収容人数※※※※

１１１１

Ｂ：津波避難計画Ｂ：津波避難計画Ｂ：津波避難計画Ｂ：津波避難計画
の避難対象者数の避難対象者数の避難対象者数の避難対象者数

Ｃ：避難者Ｃ：避難者Ｃ：避難者Ｃ：避難者
数の比率数の比率数の比率数の比率

Ｄ：想定される避難Ｄ：想定される避難Ｄ：想定される避難Ｄ：想定される避難
所での生活者数所での生活者数所での生活者数所での生活者数※※※※２２２２

Ｅ：避難収容のＥ：避難収容のＥ：避難収容のＥ：避難収容の
過不足過不足過不足過不足（Ａ－Ｄ）（Ａ－Ｄ）（Ａ－Ｄ）（Ａ－Ｄ）

浅川浅川浅川浅川 500500500500 914914914914 0.1800.1800.1800.180 685685685685 ▲▲▲▲185185185185
川東川東川東川東 4,1004,1004,1004,100 616616616616 0.1220.1220.1220.122 462462462462 3,6383,6383,6383,638

鞆浦・奥浦鞆浦・奥浦鞆浦・奥浦鞆浦・奥浦 2,0002,0002,0002,000 1,1041,1041,1041,104 0.2180.2180.2180.218 828828828828 1,1721,1721,1721,172
宍喰宍喰宍喰宍喰 1,0601,0601,0601,060 2,4332,4332,4332,433 0.4800.4800.4800.480 1,8251,8251,8251,825 ▲▲▲▲765765765765

その他（山間部）その他（山間部）その他（山間部）その他（山間部） 1,2601,2601,2601,260 1,2601,2601,2601,260

合計合計合計合計 8,9208,9208,9208,920 5,0675,0675,0675,067 3,8003,8003,8003,800 5,1205,1205,1205,120

■■■■地域別の避難者数（参考値）と避難所の収容人数地域別の避難者数（参考値）と避難所の収容人数地域別の避難者数（参考値）と避難所の収容人数地域別の避難者数（参考値）と避難所の収容人数
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３－１３－１３－１３－１ 海陽町の防災公園の整備に関する課題海陽町の防災公園の整備に関する課題海陽町の防災公園の整備に関する課題海陽町の防災公園の整備に関する課題



３ 防災公園の整備候補地の検討

（２）幹線道路である国道（２）幹線道路である国道（２）幹線道路である国道（２）幹線道路である国道55555555号の分断号の分断号の分断号の分断

海岸線に沿って走る国道海岸線に沿って走る国道海岸線に沿って走る国道海岸線に沿って走る国道55555555号は、本町にとって周辺市町と連絡する幹線道路号は、本町にとって周辺市町と連絡する幹線道路号は、本町にとって周辺市町と連絡する幹線道路号は、本町にとって周辺市町と連絡する幹線道路
であるとともに、町内の集落を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、であるとともに、町内の集落を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、であるとともに、町内の集落を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、であるとともに、町内の集落を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、
南海トラフの巨大地震による津波が発生した際には、国道南海トラフの巨大地震による津波が発生した際には、国道南海トラフの巨大地震による津波が発生した際には、国道南海トラフの巨大地震による津波が発生した際には、国道55555555号が津波による被号が津波による被号が津波による被号が津波による被
災を受け、地域や町全体が孤立する可能性を有している。災を受け、地域や町全体が孤立する可能性を有している。災を受け、地域や町全体が孤立する可能性を有している。災を受け、地域や町全体が孤立する可能性を有している。

また、本町は、県境に位置することから、国道また、本町は、県境に位置することから、国道また、本町は、県境に位置することから、国道また、本町は、県境に位置することから、国道55555555号の道路啓開についても一号の道路啓開についても一号の道路啓開についても一号の道路啓開についても一
定の期間を要することが危惧されるため、避難所での生活等における支援体制定の期間を要することが危惧されるため、避難所での生活等における支援体制定の期間を要することが危惧されるため、避難所での生活等における支援体制定の期間を要することが危惧されるため、避難所での生活等における支援体制
の強化が求められている。の強化が求められている。の強化が求められている。の強化が求められている。

浅川出張所浅川出張所浅川出張所浅川出張所

松松松松原原原原ふふふふれれれれああああいいいい会館会館会館会館

大里駐在所大里駐在所大里駐在所大里駐在所

奥浦駐在所奥浦駐在所奥浦駐在所奥浦駐在所

宍喰駐在所宍喰駐在所宍喰駐在所宍喰駐在所

海南消防署海南消防署海南消防署海南消防署

浅川駐在所浅川駐在所浅川駐在所浅川駐在所

分断 分断分断分断分断分断 分断 分断

浅川宍喰 海部

国道５５号における津波浸水想定
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３ 防災公園の整備候補地の検討

（３）避難者等の支援体制の強化（３）避難者等の支援体制の強化（３）避難者等の支援体制の強化（３）避難者等の支援体制の強化

多くの避難者が発生することが懸念される中で、避難生活を支援するための、多くの避難者が発生することが懸念される中で、避難生活を支援するための、多くの避難者が発生することが懸念される中で、避難生活を支援するための、多くの避難者が発生することが懸念される中で、避難生活を支援するための、
水・食料、物資等の供給体制の強化を図ることが重要である。水・食料、物資等の供給体制の強化を図ることが重要である。水・食料、物資等の供給体制の強化を図ることが重要である。水・食料、物資等の供給体制の強化を図ることが重要である。

現在、徳島県広域防災活動計画（平成現在、徳島県広域防災活動計画（平成現在、徳島県広域防災活動計画（平成現在、徳島県広域防災活動計画（平成20202020年３月）にて「まぜのおか、蛇王運年３月）にて「まぜのおか、蛇王運年３月）にて「まぜのおか、蛇王運年３月）にて「まぜのおか、蛇王運
動公園、南阿波ピクニック公園」が南部２地域（美波町、牟岐町、海陽町）の広動公園、南阿波ピクニック公園」が南部２地域（美波町、牟岐町、海陽町）の広動公園、南阿波ピクニック公園」が南部２地域（美波町、牟岐町、海陽町）の広動公園、南阿波ピクニック公園」が南部２地域（美波町、牟岐町、海陽町）の広
域応援部隊（防衛省・警察庁）の活動拠点や県物資集積拠点として位置付けられ域応援部隊（防衛省・警察庁）の活動拠点や県物資集積拠点として位置付けられ域応援部隊（防衛省・警察庁）の活動拠点や県物資集積拠点として位置付けられ域応援部隊（防衛省・警察庁）の活動拠点や県物資集積拠点として位置付けられ
ているが、町・地域における物資の集配積拠点、応急活動資機材等の集積場所のているが、町・地域における物資の集配積拠点、応急活動資機材等の集積場所のているが、町・地域における物資の集配積拠点、応急活動資機材等の集積場所のているが、町・地域における物資の集配積拠点、応急活動資機材等の集積場所の
確保が必要である。確保が必要である。確保が必要である。確保が必要である。

（４）２次避難以降の事前の備えの必要性（４）２次避難以降の事前の備えの必要性（４）２次避難以降の事前の備えの必要性（４）２次避難以降の事前の備えの必要性

南海トラフの巨大地震が発生した際には、市街地の大部分が津波による被害を南海トラフの巨大地震が発生した際には、市街地の大部分が津波による被害を南海トラフの巨大地震が発生した際には、市街地の大部分が津波による被害を南海トラフの巨大地震が発生した際には、市街地の大部分が津波による被害を
受けることから、多くの住民が長期間の避難生活を余儀なくされることが想定さ受けることから、多くの住民が長期間の避難生活を余儀なくされることが想定さ受けることから、多くの住民が長期間の避難生活を余儀なくされることが想定さ受けることから、多くの住民が長期間の避難生活を余儀なくされることが想定さ
れる。れる。れる。れる。

現在においても、人口減少や少子高齢化が進んでいる本町においては、避難生現在においても、人口減少や少子高齢化が進んでいる本町においては、避難生現在においても、人口減少や少子高齢化が進んでいる本町においては、避難生現在においても、人口減少や少子高齢化が進んでいる本町においては、避難生
活の長期化等に伴い震災過疎が生じることが危惧されることから、人口流出に歯活の長期化等に伴い震災過疎が生じることが危惧されることから、人口流出に歯活の長期化等に伴い震災過疎が生じることが危惧されることから、人口流出に歯活の長期化等に伴い震災過疎が生じることが危惧されることから、人口流出に歯
止めをかけるための備えを進めていく必要がある。止めをかけるための備えを進めていく必要がある。止めをかけるための備えを進めていく必要がある。止めをかけるための備えを進めていく必要がある。
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３ 防災公園の整備候補地の検討

（１）主要な集落ごとの災害時の活動拠点の確保（１）主要な集落ごとの災害時の活動拠点の確保（１）主要な集落ごとの災害時の活動拠点の確保（１）主要な集落ごとの災害時の活動拠点の確保

命の道としての海部道路の早期整備とあわせて、孤立が懸念される地域ごと命の道としての海部道路の早期整備とあわせて、孤立が懸念される地域ごと命の道としての海部道路の早期整備とあわせて、孤立が懸念される地域ごと命の道としての海部道路の早期整備とあわせて、孤立が懸念される地域ごと
（特に、宍喰地区）に、海部道路からアクセス可能な箇所での災害時の各種の活（特に、宍喰地区）に、海部道路からアクセス可能な箇所での災害時の各種の活（特に、宍喰地区）に、海部道路からアクセス可能な箇所での災害時の各種の活（特に、宍喰地区）に、海部道路からアクセス可能な箇所での災害時の各種の活
動拠点の整備が必要である。動拠点の整備が必要である。動拠点の整備が必要である。動拠点の整備が必要である。

（２）２次避難以降に必要となる施設用地等の事前の確保（２）２次避難以降に必要となる施設用地等の事前の確保（２）２次避難以降に必要となる施設用地等の事前の確保（２）２次避難以降に必要となる施設用地等の事前の確保

応急仮設住宅等の確保に時間を要することで、震災過疎に拍車がかかることが応急仮設住宅等の確保に時間を要することで、震災過疎に拍車がかかることが応急仮設住宅等の確保に時間を要することで、震災過疎に拍車がかかることが応急仮設住宅等の確保に時間を要することで、震災過疎に拍車がかかることが
懸念されるため、応急仮設住宅の建設候補地等を事前に確保しておくことが重要懸念されるため、応急仮設住宅の建設候補地等を事前に確保しておくことが重要懸念されるため、応急仮設住宅の建設候補地等を事前に確保しておくことが重要懸念されるため、応急仮設住宅の建設候補地等を事前に確保しておくことが重要
となる。また、東日本大震災において得られた知見として、応急仮設住宅等の確となる。また、東日本大震災において得られた知見として、応急仮設住宅等の確となる。また、東日本大震災において得られた知見として、応急仮設住宅等の確となる。また、東日本大震災において得られた知見として、応急仮設住宅等の確
保においても、既存のコミュニティへの配慮が重要であることが示されているこ保においても、既存のコミュニティへの配慮が重要であることが示されているこ保においても、既存のコミュニティへの配慮が重要であることが示されているこ保においても、既存のコミュニティへの配慮が重要であることが示されているこ
とから、まとまりのある用地の確保を検討していくことが重要である。とから、まとまりのある用地の確保を検討していくことが重要である。とから、まとまりのある用地の確保を検討していくことが重要である。とから、まとまりのある用地の確保を検討していくことが重要である。

そのため、避難所での生活以降に必要となる応急仮設住宅等の建設候補地としそのため、避難所での生活以降に必要となる応急仮設住宅等の建設候補地としそのため、避難所での生活以降に必要となる応急仮設住宅等の建設候補地としそのため、避難所での生活以降に必要となる応急仮設住宅等の建設候補地とし
て防災公園の整備を進めていく必要がある。て防災公園の整備を進めていく必要がある。て防災公園の整備を進めていく必要がある。て防災公園の整備を進めていく必要がある。
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３－２ 防災公園の必要性

■■■■宍喰地区をはじめ、地域の孤立が懸念される集落における避難体制の強化や長宍喰地区をはじめ、地域の孤立が懸念される集落における避難体制の強化や長宍喰地区をはじめ、地域の孤立が懸念される集落における避難体制の強化や長宍喰地区をはじめ、地域の孤立が懸念される集落における避難体制の強化や長
期の避難生活に備え、防災公園の整備が不可欠である。期の避難生活に備え、防災公園の整備が不可欠である。期の避難生活に備え、防災公園の整備が不可欠である。期の避難生活に備え、防災公園の整備が不可欠である。



防災公園の整備箇所については、地域の分断への備えとして、主要な集落ごと防災公園の整備箇所については、地域の分断への備えとして、主要な集落ごと防災公園の整備箇所については、地域の分断への備えとして、主要な集落ごと防災公園の整備箇所については、地域の分断への備えとして、主要な集落ごと
の災害活動拠点や施設用地等として、４つの地区にて確保を検討していく。の災害活動拠点や施設用地等として、４つの地区にて確保を検討していく。の災害活動拠点や施設用地等として、４つの地区にて確保を検討していく。の災害活動拠点や施設用地等として、４つの地区にて確保を検討していく。

なお、詳細な整備位置を決定する際の配慮事項を以下に示す。なお、詳細な整備位置を決定する際の配慮事項を以下に示す。なお、詳細な整備位置を決定する際の配慮事項を以下に示す。なお、詳細な整備位置を決定する際の配慮事項を以下に示す。

■■■■安全な高台等安全な高台等安全な高台等安全な高台等

大規模な津波災害が生じた際にも、防災拠点としての機能を発揮することが可大規模な津波災害が生じた際にも、防災拠点としての機能を発揮することが可大規模な津波災害が生じた際にも、防災拠点としての機能を発揮することが可大規模な津波災害が生じた際にも、防災拠点としての機能を発揮することが可
能となるよう、津波浸水等の被害のおそれが無い場所として、高台等の安全な場能となるよう、津波浸水等の被害のおそれが無い場所として、高台等の安全な場能となるよう、津波浸水等の被害のおそれが無い場所として、高台等の安全な場能となるよう、津波浸水等の被害のおそれが無い場所として、高台等の安全な場
所での確保を検討する。所での確保を検討する。所での確保を検討する。所での確保を検討する。

■■■■海部道路の整備動向との調整海部道路の整備動向との調整海部道路の整備動向との調整海部道路の整備動向との調整

災害時において、地域の防災拠点として機能するためには、外部からのアクセ災害時において、地域の防災拠点として機能するためには、外部からのアクセ災害時において、地域の防災拠点として機能するためには、外部からのアクセ災害時において、地域の防災拠点として機能するためには、外部からのアクセ
ス確保が重要であり、本町では、海部道路とのアクセス確保が不可欠である。ス確保が重要であり、本町では、海部道路とのアクセス確保が不可欠である。ス確保が重要であり、本町では、海部道路とのアクセス確保が不可欠である。ス確保が重要であり、本町では、海部道路とのアクセス確保が不可欠である。

海部道路のルート・海部道路のルート・海部道路のルート・海部道路のルート・ICICICIC位置の整備動向を踏まえながら、それぞれの防災公園が位置の整備動向を踏まえながら、それぞれの防災公園が位置の整備動向を踏まえながら、それぞれの防災公園が位置の整備動向を踏まえながら、それぞれの防災公園が
効果的に機能するような整備位置やアクセス手段等を検討する。効果的に機能するような整備位置やアクセス手段等を検討する。効果的に機能するような整備位置やアクセス手段等を検討する。効果的に機能するような整備位置やアクセス手段等を検討する。

３ 防災公園の整備候補地の検討

３－３ 防災公園の整備候補地

浅川出張所浅川出張所浅川出張所浅川出張所

松松松松原原原原ふふふふれれれれああああいいいい会館会館会館会館

大里駐在所大里駐在所大里駐在所大里駐在所

奥浦駐在所奥浦駐在所奥浦駐在所奥浦駐在所

宍喰駐在所宍喰駐在所宍喰駐在所宍喰駐在所

海南消防署海南消防署海南消防署海南消防署

浅川駐在所浅川駐在所浅川駐在所浅川駐在所

分断 分断分断分断分断分断 分断 分断

浅川宍喰 海部
凡例

避難所

公共施設

浅川地区吉野地区

海部地区

宍喰地区
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